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近年、スタートアップはイノベーションの担い手として、経済成長と社会変革の原動力となっている。特にアジア地域で

は、急速な技術革新と市場の拡大に伴い、スタートアップエコシステムの整備が各国・地域で進められている。日本に

おいても、政府主導の「J-Startup」プログラムや大学発ベンチャーへの支援などを通じて、スタートアップの育成が図ら

れているが、依然として国際展開力や資金調達環境に課題を抱えている。一方、香港は国際金融都市としての地位を

活かし、スタートアップの国際展開において日本と比較して優位性がある。Cyberport（サイバーポート）1や HKSTP（香

港サイエンスパーク）2などの政府系インキュベーターは、フィンテックやWeb3、グリーンテックといった先端分野に特化

した支援を提供しており、海外投資家とのネットワークや柔軟な規制環境も整備されている。また、香港は粤港澳大湾

区（以下、大湾区3）の一角として、中国本土市場へのゲートウェイ機能を果たしており、スタートアップにとっては香港を

足がかりに大湾区全体へと展開する戦略を採ることができる。本稿では、香港のスタートアップエコシステムの構造と

特徴を整理し、日本との比較を通じてその優位性を明らかにしていきたい。 

1. 香港のスタートアップエコシステムの概要 

香港におけるスタートアップ支援制度の特徴は、政府主導による分野別に特化したインキュベーションと資金援助に見

られる。HKSTPはバイオテックやグリーンテックなどの研究開発型スタートアップを対象に、10万香港ドル（約 188万

円）から最大 600万香港ドル（約 1.13億円）の支援と研究施設を提供する。また、香港政府による Fintech Sandbox

は金融分野における規制緩和の実証環境を提供し、ステーブルコインや CBDC4関連の実験が可能である。

CyberportはフィンテックやWeb3分野に強みを持ち、10万香港ドル（約 188万円）から最大 4億香港ドル（約 77億

円）5の資金援助と国際展開支援を提供している。  

 

1 Cyberportは香港政府が 100％出資するイノベーション支援機関で、特にフィンテック、Web3、スマートリビング、デジタルエンター
テインメントなどの分野に特化したスタートアップ支援を行っている。 

2 HKSTPは、香港のディープテック、バイオテック、グリーンテック、AI・ロボティクスなどの分野におけるスタートアップ支援を担う政
府系機関。香港サイエンスパークを中心に、インキュベーション、アクセラレーション、研究開発支援、試作・製造支援施設
（InnoHK、Data Studioなど）を提供している。中国本土や国際市場との連携を視野に入れた「GBA Express」などのプログラム
も展開しており、粤港澳大湾区との接続性を活かしたスケールアップ支援が特徴。 

3 粵港澳大湾区（グレーターベイエリア・GBA）とは広東省珠江デルタ地域所在の 9つの都市（深圳、東莞、恵州、広州、肇慶、仏
山、中山、珠海、江門）と、香港及びマカオ特別行政区から構成される都市圏である 

4 中央銀行デジタル通貨（Central Bank Digital Currency）の略称。中央銀行が発行するデジタル形式の法定通貨を指す。現金（紙
幣・硬貨）と同じ価値を持ち、国家の信用に基づいて流通する。 

5 シード段階から Aラウンドまでの最大支援額は 2000万香港ドル。 
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※HKSTPの支援紹介イメージ図（一部抜粋） 

 

 

※Cyberportの支援紹介イメージ図（一部抜粋） 

 

 

 

 

 

ファンド

期間

その他支援

◼ 全分野
10万HKD（約188万円）

1年

◼ コワーキングスペース、
ビジネスマッチング

IDEATION

アイデア段階

ファンド

期間

その他支援

一般分野/

バイオテック分野：

3年/4年

◼ ラボ、会議室、ネット
ワーキング

◼ 一般分野：
130万HKD（約2,450万円）
◼ バイオテック分野：
600万HKD（約1.13億円）

INCUBATION

起業初期〜成長期

ファンド

期間

その他支援

2年

◼ 海外展開支援、高度メ
ンタリング

◼ 全分野
480万HKD（約9,000万円）

ACCELERATION

海外進出準備

ファンド

期間

その他支援

3年

◼ 国際連携、高度支援

◼ 全分野：
2,150万HKD（約4.05億円）

ELITE

グローバル展開

その他支援

◼ コワーキングスペース、園内独立
オフィス、会議室、ラボ等の利用、
マッチング、ネットワーキング

ファンド

◼ 全分野：
20万HKD（約377万円）

Market Development Support 

Scheme

ファンド

◼ 全分野：
最大額4億HKD（約77億円）

Macro Fund

◼ 全分野
10万HKD（約188万円）

Creative Micro Fund Incubation Programme

ファンド

◼ 全分野
30万HKD（約564万円）

Accelerator Support 

Programme

◼ 全分野
50万HKD（約940万円）

ファンド ファンド

（出所）公開資料をもとにビジネスソリューション&アドバイザリー作成 
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香港は国際金融都市として、資金調達環境が整っている。ベンチャーキャピタルやファミリーオフィス、CVCが活発に

活動しており、スタートアップの成長段階に応じた資金供給が可能である。また、香港証券取引所（HKEX）はスタートア

ップ向けの上場制度6を提供しており、資本市場へのアクセスが容易である。 

分野別では、フィンテック、Web3、グリーンテック、AIなどの分野が重点的に支援されている。政府はこれらの分野に

対して戦略的な資金配分を行い、国際競争力のあるスタートアップの育成を目指している。特にWeb3分野では、

Cyberportを中心に関連企業が集積しており、規制整備と技術支援が進んでいる。 

また、香港大学（HKU）や香港科技大学（HKUST）などの 6 大学は、スタートアップ支援に積極的である。大学発ベン

チャーの育成や研究成果の商業化が進められており、インキュベーション施設や教育プログラムとの連携が強化され

ている。これにより、技術革新と起業活動が密接に結びついたエコシステムが形成されている。 

  

 

  

 

6 詳細は当室発行のニュースフォーカス【2024年第 3号】 香港 GEM市場上場規則改革をご参照。 

（出所）QS World University Rankings 2026、文部科学省資料等より弊行作成

アカデミア、インキュベーター

高度人材やSU支援体制が充実

大学
SU支援施設

香港大学

香港中文大学

香港科技大学

香港理工大学

香港サイエンスパーク
（HKSTP）

香港都市大学

Stanford大学、Harvard大学、Cambridge大学、Oxford大学、北京大学、東北大学等30超の有力大がラボ設立

相互連携 香港・深圳
イノベーション＆テクノロジーパーク

（HSITP）

サイバーポート
（Cyberport）

香港浸会大学

（出所）ビジネスソリューション&アドバイザリー作成 

https://www.bk.mufg.jp/report/chi200402/NF2024-03JP.pdf
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2. 香港スタートアップエコシステムの強み 

香港のスタートアップエコシステムは、国際的なビジネス環境と柔軟な制度設計により、起業家にとって魅力的な環境

を提供している。第一に、英語と中国語が公用語であることから、海外投資家や外国人起業家との円滑なコミュニケー

ションが可能だ。加えて、香港は親日文化が根付いており、日本発の技術やサービスが受け入れられやすく、日本語

対応が可能な人材や会計事務所、弁護士事務所などの日本語でのビジネス環境が充実している。第二に 1章で述べ

た通り、Cyberportや HKSTPなどの政府系インキュベーターが分野別に特化した支援を提供しており、資金援助・メン

タリング・国際展開支援が充実している。第三に、香港証券取引所（HKEX）を通じた資本市場へのアクセスが容易であ

り、スタートアップの成長後の出口戦略が明確である。さらに、香港は中国本土や ASEAN市場へのゲートウェイとして

の地理的優位性を持ち、国際展開の起点として機能している。加えて、法人税率 16.5%という低税率、関税のない自

由貿易体制、米ドルとのペッグ制による為替相場の安定性といった制度的・経済的強みも、香港をアジアにおけるスタ

ートアップのハブとして際立たせている。 

3. 日本との比較 

上述した通り、香港では Cyberportや HKSTPなど、分野別に特化したインキュベーターが存在し、資金援助・メンタリ

ング・国際展開支援が体系的に提供されている。一方、日本では J-Startupや NEDO、JSTなど、研究開発型の支援

が中心であり、大学や研究機関との連携が強いが、国際展開支援は限定的である。香港は国際金融都市として、海外

VCやファミリーオフィスが活発に活動しており、HKEXを通じた上場も可能である。一方、日本では国内 VCや CVC

が中心である。香港では外国人起業家や技術者の受け入れが柔軟であり、英語・中国語対応の環境が整っている。日

本では起業リスクに対する社会的理解が限定的であり、技術人材は豊富だが起業への志向は低い傾向がある。香港

は中国本土や ASEAN市場へのアクセスが容易であり、スタートアップは初期段階から国際展開を志向する傾向があ

る。日本では国内市場中心の事業展開が多く、海外進出は成長後に検討されるケースが一般的である。 

項目 香港 日本 

政府系インキュベーターの

支援体制 

Cyberportや HKSTPによる分野別支

援が充実 

J-Startupや NEDO、JSTなど研究開発型

中心 

資金援助の規模 最大 HK$4億（約 77億円）の

Cyberport Macro Fundなど迅速かつ

大規模 

政府やインキュベーターなどあらゆる機構

が資金を提供 

国際展開支援の充実度 初期段階から国際展開を志向、制度

支援あり 

海外展開支援は限定的、国内市場中心 

言語環境 英語・中国語対応可能 日本語中心、英語対応は限定的 

市場アクセス 大湾区・ASEAN市場へのアクセスが

容易 

海外進出は成長後に検討されるケースが多

い 

 （出所）ビジネスソリューション&アドバイザリー作成 
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4. 大湾区との連携と展望 

香港は大湾区の国際的な玄関口として機能しており、英語対応の法制度、高度な金融インフラ、国際ネットワークを活

用して中国本土市場への進出を支援する役割を果たしている。大湾区は広東省の主要都市（深圳、広州など）と香港・

マカオを含む経済圏であり、人口約 8,600万人、2024年度の GDPは約 2.08兆米ドル（約 311.61兆円）に達するア

ジア有数の成長地域である。ハイテク産業、製造業、金融、物流など多様な産業が集積しており、スタートアップにとっ

て巨大な市場機会を提供している。特に深圳は技術革新の中心地として、ロボティクス、AI、バイオテックなどの分野で

世界的な競争力を持ち、香港のスタートアップは深圳の製造・技術インフラを活用することで製品開発やスケールアッ

プを加速化することが可能だ。両都市間の交通・物流インフラも整備されており、実務的な連携が容易である。さらに、

CEPA（中国・香港経済連携協定）やクロスボーダー・イノベーション政策7などを通じて、スタートアップの越境展開を支

援する制度も整備されており、香港政府は Cyberportや HKSTPを通じて大湾区連携プログラムを展開し、資金・ネッ

トワーク・規制面での支援を提供している。 

5. まとめ 

香港では現在、約 4,700社ものスタートアップ企業が活動しており、著名な海外大学・研究機関やテクノロジー企業も

進出し、国際共同研究やイノベーション都市としての評価が高まっている。香港政府はスタートアップ企業の誘致に注

力しており、インベスト香港は毎年日本を訪問し、東京・大阪などでスタートアップ向けの誘致イベントやセミナーを開催

している。香港の制度や資金調達環境、大湾区市場へのアクセス等の魅力を発信し、日本の起業家やスタートアップ

企業との接点を積極的に構築している。 

今後、日本政府と香港政府の間で制度的な連携を強化することが求められる。例えば、インベスト香港、HKSTP、

Cyberportなどの政府機関を通して、スタートアップ支援に関する覚書（MoU）を締結し、制度的枠組みを構築すること

で、日系スタートアップの香港進出をより円滑に進めることが可能となるだろう。こうした政府間連携は、単なる企業誘

致にとどまらず、アジアにおけるイノベーション連携の基盤構築にもつながる。また、日系企業にとって香港を起点とし

た大湾区進出は、巨大な市場アクセスと技術連携の機会を提供する戦略的選択肢となり得る。官民一体となった取り

組みにより、香港は今後、深圳をはじめとする大湾区の中国本土都市と連携しながら、華南地域のイノベーションの中

心地としてさらなる発展を目指している。引き続き、情報提供を行っていきたい。 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 詳細は当室発行のニュースフォーカス【2024年第 17号】 河套深港科技イノベーション協力区 をご参照。 

https://www.bk.mufg.jp/report/chi200402/NF2024-17JP.pdf
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（英語） https://www.bk.mufg.jp/report/chi200402/Archive_ENG.pdf 
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